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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンが排出した排気ガスを浄化する２つのガス浄化体と、前記各ガス浄化体を内蔵
した内側ケースと、前記各内側ケースを内蔵した外側ケースと、前記エンジンからの排気
ガスが流入する排気ガス入口管と、前記両ガス浄化体を通過した排気ガスが流出する排気
ガス出口管とを備えており、前記各外側ケースが排気ガス移動方向に並べて連結されてい
る排気ガス浄化装置であって、
　前記排気下流側の外側ケースには、前記排気ガス出口管を有する消音器が取り付けられ
ており、前記消音器内には、排気ガス移動方向と平行状に延びる排気ガス導入管が内蔵さ
れており、前記排気ガス導入管の排気上流側を、前記排気下流側の内側ケースの内部に入
り込ませており、
　前記両ガス浄化体の接続境界位置に対して、前記両外側ケース体を連結するフランジ体
をオフセットさせていると共に、前記排気下流側のガス浄化体と前記消音器との接続境界
位置に対して、前記排気下流側の外側ケースと前記消音器とを連結するフランジ体をオフ
セットさせており、
　１つのガス浄化体を内蔵した内側ケースに、前記１つのガス浄化体と隣り合うガス浄化
体を内蔵した内側ケースが挿入されており、前記両内側ケースの間には隙間が空いている
、
排気ガス浄化装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、ディーゼルエンジン等に搭載される排気ガス浄化装置に係り、より詳しく
は、排気ガス中に含まれた粒子状物質（すす、パティキュレート）等を除去する排気ガス
浄化装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ディーゼルエンジン（以下、エンジンという）の排気経路中に、排気ガス浄
化装置としてディーゼルパティキュレートフィルタ（以下、ＤＰＦという）を設け、エン
ジンからの排気ガスをＤＰＦにて浄化処理する技術が知られている（例えば特許文献１参
照）。ＤＰＦにおいて、外側ケースの内部に内側ケースを二重構造に設け、酸化触媒又は
スートフィルタ等を内側ケースに内蔵する技術も公知である（例えば特許文献２参照）。
ＤＰＦにおいて、酸化触媒を収容したケースと、スートフィルタを収容したケースとを、
ボルト締結されるフランジを介して分離可能に連結する技術も公知である（例えば特許文
献３及び４参照）。
【０００３】
　特許文献４に記載のＤＰＦでは、酸化触媒を内蔵した一重構造の上流側ケースと、スー
トフィルタを内蔵した一重構造の下流側ケースとを連結するにおいて、上流側ケースと下
流側ケースを同一径の筒状に形成し、一方のケースに設けられた拡径部に他方のケースを
密嵌させることによって、酸化触媒とスートフィルタとを近接させて配置している。この
ような構成を採用すると、ケースにおける酸化触媒とスートフィルタとの間の領域が狭く
なる（放熱面積が狭くなる）から、酸化触媒とスートフィルタとの間で排気ガス温度が低
下するおそれを抑制できるという利点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２６３５９３号公報
【特許文献２】特開２００５－１９４９４９号公報
【特許文献３】特開２００９－２２８５１６号公報
【特許文献４】特開２００９－９１９８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ＤＰＦに消音器を取り付ける技術もよく知られているが、前記従来構造のＤ
ＰＦに消音器を単に連結しただけでは、消音器の分だけＤＰＦの排気ガス移動方向の長さ
が長くなってしまい、ＤＰＦのコンパクト化を図れない。一方、ＤＰＦのコンパクト化の
ために、消音器の排気ガス移動方向の長さを短くすると、今度は消音器内での排気ガス移
動距離を十分に確保するのが難しく、消音性能を低下させるおそれがある。
【０００６】
　そこで、本願発明は、コンパクト化を図りつつも、排気ガスの消音機能を簡単に付加で
きる排気ガス浄化装置を提供することを技術的課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の発明は、エンジンが排出した排気ガスを浄化する２つのガス浄化体と、前記
各ガス浄化体を内蔵した内側ケースと、前記各内側ケースを内蔵した外側ケースと、前記
エンジンからの排気ガスが流入する排気ガス入口管と、前記両ガス浄化体を通過した排気
ガスが流出する排気ガス出口管とを備えており、前記各外側ケースが排気ガス移動方向に
並べて連結されている排気ガス浄化装置であって、前記排気下流側の外側ケースには、前
記排気ガス出口管を有する消音器が取り付けられており、前記消音器内には、排気ガス移
動方向と平行状に延びる排気ガス導入管が内蔵されており、前記排気ガス導入管の排気上
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流側を、前記排気下流側の内側ケースの内部に入り込ませており、前記両ガス浄化体の接
続境界位置に対して、前記両外側ケース体を連結するフランジ体をオフセットさせている
と共に、前記排気下流側のガス浄化体と前記消音器との接続境界位置に対して、前記排気
下流側の外側ケースと前記消音器とを連結するフランジ体をオフセットさせており、１つ
のガス浄化体を内蔵した内側ケースに、前記１つのガス浄化体と隣り合うガス浄化体を内
蔵した内側ケースが挿入されており、前記両内側ケースの間には隙間が空いているという
ものである。
【０００８】
 
【０００９】
 
【００１０】
 
【００１１】
 
【発明の効果】
【００１２】
　本願発明によると、エンジンが排出した排気ガスを浄化する２つのガス浄化体と、前記
各ガス浄化体を内蔵した内側ケースと、前記各内側ケースを内蔵した外側ケースと、前記
エンジンからの排気ガスが流入する排気ガス入口管と、前記両ガス浄化体を通過した排気
ガスが流出する排気ガス出口管とを備えており、前記各外側ケースが排気ガス移動方向に
並べて連結されている排気ガス浄化装置であって、前記排気下流側の外側ケースには、前
記排気ガス出口管を有する消音器が取り付けられており、前記消音器内には、排気ガス移
動方向と平行状に延びる排気ガス導入管が内蔵されており、前記排気ガス導入管の排気上
流側を、前記排気下流側の内側ケースの内部に入り込ませているから、前記排気ガス導入
管の排気ガス移動方向の長さを確保しつつ、前記消音器の排気ガス移動方向の長さを短縮
できることになる。従って、前記消音器付きの前記排気ガス浄化装置において、前記排気
ガス浄化装置全体としてのコンパクト化と、前記消音器における消音機能の維持向上とを
両立できるという効果を奏する。
【００１３】
　本願発明によると、前記両ガス浄化体の接続境界位置に対して、前記両外側ケース体を
連結するフランジ体をオフセットさせていると共に、前記排気下流側のガス浄化体と前記
消音器との接続境界位置に対して、前記排気下流側の外側ケースと前記消音器とを連結す
るフランジ体をオフセットさせているから、前記各ガス浄化体の排気ガス移動方向の長さ
を確保しつつ、前記両外側ケースの排気ガス移動方向の長さを短縮することが可能になる
。また、前記排気下流側の外側ケースと前記消音器との排気ガス移動方向の長さを短縮す
ることも可能である。従って、前記両外側ケースや前記消音器等の剛性向上や軽量化を図
りつつ、前記排気ガス浄化装置の全長をコンパクト化（短縮）できるという効果を奏する
。連結用の前記フランジ体の存在によって、排気ガス漏れ等も簡単に防止できるという利
点もある。
【００１４】
　本願発明によると、１つのガス浄化体を内蔵した内側ケースに、前記１つのガス浄化体
と隣り合うガス浄化体を内蔵した内側ケースが挿入されており、前記両内側ケースの間に
は隙間が空いているから、前記１つの内側ケースからこれと隣り合う内側ケースを分離さ
せることによって、前記隣り合う方の内側ケース内にある前記ガス浄化体を外部に大きく
露出させることができる。このため、前記フランジ体の連結解除にて前記各外側ケースを
分離させて実行するメンテナンス作業（前記各ガス浄化体の掃除等）の作業性を向上でき
るという効果を奏する。また、前記両内側ケースの間にある前記隙間の存在によって、前
記両内側ケース同士を手軽に着脱できる。すなわち、例えば排気ガス漏れ防止のために前
記両内側ケースを密嵌させるという従来の構成では、前記両内側ケース同士が錆等に起因
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して一体化し簡単に分離できなくなる。これに比べて、前記両内側ケースの分離が至極簡
単であり、この点でも、前記各ガス浄化体のメンテナンス性や交換作業性を向上できるの
である。
【００１５】
　本願発明によると、前記消音器における排気上流側の端部は内蓋体にて塞がれており、
前記排気ガス導入管は前記内蓋体を貫通して前記排気下流側の内側ケースの内部に入り込
んでおり、前記排気ガス導入管のうち前記内蓋体よりも排気上流側に、排気ガス取り込み
用の連通穴が形成されることで、前記内蓋体より排気上流側にある前記連通穴は、前記消
音器への排気ガス取り込みに寄与することになる。このため、前記消音器の排気ガス移動
方向の長さを短縮したものでありながら、排気ガス自体の移動距離を十分確保でき、前記
消音器の消音機能をより一層高めることが可能になるという効果を奏する。
【００１６】
　本願発明によると、前記排気下流側の内側ケースの外周面のうち前記ガス浄化体の接続
境界位置の近傍には、排気ガスセンサ支持用のセンサボス体が前記排気下流側の外側ケー
スを貫通するように設けられており、前記センサボス体は、前記ガス浄化体において排気
ガス移動方向と直交する端面の延長上、及び、前記排気ガス導入管における排気上流側の
端面の延長上に位置することで、前記ガス浄化体の端面と前記排気ガスセンサとの配置間
隔を極めて短く設定する（近接させる）ことが可能になる。従って、前記排気ガス浄化装
置全体のコンパクト化を図れると共に、前記排気ガスセンサの検出精度を向上でき、前記
排気ガス浄化装置に対する再生制御等の性能向上に寄与するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ＤＰＦの断面説明図である。
【図２】ＤＰＦの外観斜視図である。
【図３】ＤＰＦにおける排気上流側の外観側面図である。
【図４】ＤＰＦにおける排気下流側の外観側面図である。
【図５】ＤＰＦの分離断面説明図である。
【図６】挟持フランジの分離側面図である。
【図７】触媒側接合フランジの拡大側面断面図である。
【図８】排気上流側にあるセンサボス体の取付け部を示す拡大断面図である。
【図９】ＤＰＦにおける排気上流側の拡大側面断面図である。
【図１０】ＤＰＦにおける排気上流側の拡大平面断面図である。
【図１１】ＤＰＦにおける排気下流側の拡大側面断面図である。
【図１２】排気下流側にあるセンサボス体の取付け部を示す拡大断面図である。
【図１３】消音器構造の別例を示す拡大側面断面図である。
【図１４】ＤＰＦ搭載のディーゼルエンジンを排気マニホールド側から見た側面図である
。
【図１５】ＤＰＦの取付け構造を示す外観側面図である。
【図１６】ＤＰＦ搭載のディーゼルエンジンをフライホイール側から見た側面図である。
【図１７】ＤＰＦの取付け構造を示す排気上流側の外観側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本願発明を具体化した排気ガス浄化装置を図面に基づいて説明する。なお、以下
の説明では、ディーゼルパティキュレートフィルタ１における排気ガス流入口１２側を左
側とし、同じく消音器３０側を右側としている。このような特定の方向や位置を示す用語
は説明の便宜のために用いたものであり、本願発明の技術的範囲を限定するものではない
。
【００１９】
　（１）．排気ガス浄化装置の概略構造
　まず、図１～図４を参照しながら、排気ガス浄化装置の概略構造について説明する。図
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１乃至図４に示す如く、排気ガス浄化装置としての連続再生式のディーゼルパティキュレ
ートフィルタ１（以下、ＤＰＦ１という）を備えている。ＤＰＦ１によって、ディーゼル
エンジン７０の排気ガス中の粒子状物質（ＰＭ）の除去に加え、ディーゼルエンジン７０
の排気ガス中の一酸化炭素（ＣＯ）や炭化水素（ＨＣ）を低減するように構成している。
【００２０】
　図１及び図１４～図１７に示す如く、排気ガス浄化装置としてのＤＰＦ１は、排気ガス
中の粒子状物質（ＰＭ）等を捕集するためのものであり、ディーゼルエンジン７０の出力
軸（クランク軸）と平行な左右方向に長く延びた略円筒形状に構成されている。エンジン
７０の排気マニホールド７１上にＤＰＦ１を配置する。ＤＰＦ１の左右両側（排気ガス移
動方向一端側と同他端側）には、排気ガス入口管１６（排気ガス取入れ側）と排気ガス出
口管３４（排気ガス排出側）とが、ディーゼルエンジン７０の左右に振り分けて設けられ
ている。ＤＰＦ１の排気ガス取入れ側である排気ガス入口管１６は、ディーゼルエンジン
７０の排気マニホールド７１に着脱可能にボルト締結されている。ＤＰＦ１の排気ガス排
出側である排気ガス出口管３４にはテールパイプ（図示省略）が接続される。
【００２１】
　図１～図４に示す如く、ＤＰＦ１は、耐熱金属材料製のＤＰＦケーシング６０に、円筒
型の内側ケース４，２０を介して、例えば白金等のディーゼル酸化触媒２とハニカム構造
のスートフィルタ３とが直列に並べて収容された構造になっている。図１４～図１７に示
すように、ＤＰＦ１は、支持体としてのフランジ側ブラケット脚６１ａ，６１ｂ及びケー
シング側ブラケット脚６２ａ，６２ｂを介して、ディーゼルエンジン７０のシリンダヘッ
ド７２及び排気マニホールド７１に取り付けられている。
【００２２】
　この場合、フランジ側ブラケット脚６１ａ，６１ｂの基端側は、ＤＰＦケーシング６０
の外周側にあるフィルタ側接合フランジ２６（詳細は後述する）に着脱可能にボルト締結
されている。また、一方のケーシング側ブラケット脚６２ａの基端側は、ＤＰＦケーシン
グ６０の外周側にある排気ガス入口管１６に一体的に溶接固定されている。他方のケーシ
ング側ブラケット脚６２ｂの基端側は、ＤＰＦケーシング６０の外蓋体９（詳細は後述す
る）に着脱可能にボルト締結されている。フランジ側ブラケット脚６１ａ，６１ｂの先端
側は、シリンダヘッド７２における冷却ファン７６側の側面及び排気マニホールド７１側
の側面に着脱可能にボルト締結されている。一方のケーシング側ブラケット脚６２ａの先
端側は、排気マニホールド７１の側面に着脱可能にボルト締結されている。他方のケーシ
ング側ブラケット脚６２ｂの先端側は、シリンダヘッド７２におけるフライホイールハウ
ジング７８側の側面に着脱可能にボルト締結されている。排気マニホールド７１の排気ガ
ス排出側に、排気ガス入口管１６の入口フランジ体１７（詳細は後述する）を締結させる
ことによって、排気マニホールド７１に排気ガス入口管１６を介してＤＰＦ１が連通接続
される。その結果、ＤＰＦ１は、各ブラケット脚６１ａ，６１ｂ，６２ａ，６２ｂによっ
て、ディーゼルエンジン７０の高剛性部品である排気マニホールド７１及びシリンダヘッ
ド７２に安定的に連結支持されることになる。従って、振動等によるＤＰＦ１の損傷抑制
を図れる。
【００２３】
　上記の構成において、ディーゼルエンジン７０の排気ガスは、ディーゼルエンジン７０
の排気マニホールド７１から、ＤＰＦケーシング６０内のディーゼル酸化触媒２側に流入
し、ディーゼル酸化触媒２からスートフィルタ３側に移動して浄化処理される。排気ガス
中の粒子状物質は、スートフィルタ３における各セル間の多孔質形状の仕切り壁を通り抜
けできない。すなわち、排気ガス中の粒子状物質はスートフィルタ３に捕集される。その
後、ディーゼル酸化触媒２及びスートフィルタ３を通過した排気ガスがテールパイプから
放出される。
【００２４】
　排気ガスがディーゼル酸化触媒２及びスートフィルタ３を通過する際に、排気ガスの温
度が再生可能温度（例えば約３００℃程度）を超えていれば、ディーゼル酸化触媒２の作



(6) JP 5550958 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

用によって、排気ガス中のＮＯ（一酸化窒素）が不安定なＮＯ２（二酸化窒素）に酸化さ
れる。そして、ＮＯ２がＮＯに戻る際に放出するＯ（酸素）によって、スートフィルタ３
に捕集された粒子状物質が酸化除去される。なお、スートフィルタ３に粒子状物質が堆積
した場合は、再生可能温度以上に排気ガス温度を保持すれば粒子状物質が酸化除去される
ため、スートフィルタ３の粒子状物質の捕集能力が回復する（スートフィルタ３が再生す
る）ことになる。
【００２５】
　（２）．ディーゼル酸化触媒の構造
　次に、図１、図５及び図９等を参照しながら、ディーゼルエンジン７０が排出した排気
ガスを浄化するガス浄化体（フィルタ）の一例であるディーゼル酸化触媒２の構造を説明
する。ディーゼル酸化触媒２は、耐熱金属材料製で略円筒型の触媒内側ケース４内に設け
られている。触媒内側ケース４は、耐熱金属材料製で略円筒型の触媒外側ケース５内に設
けられている。すなわち、ディーゼル酸化触媒２の外側に、セラミックファイバー製でマ
ット状の触媒断熱材６を介して、触媒内側ケース４を被嵌させている。ディーゼル酸化触
媒２と触媒内側ケース４の間に触媒断熱材６を圧入して、ディーゼル酸化触媒２を保護し
ている。また、触媒内側ケース４の外側に、断面略Ｓ字状の薄板製支持体７を介して触媒
外側ケース５を被嵌させている。触媒外側ケース５は、前述のＤＰＦケーシング６０を構
成する要素の１つである。触媒内側ケース４に伝わる触媒外側ケース５の応力（機械振動
、変形力）は、薄板製支持体７にて低減されることになる。
【００２６】
　図１、図５及び図９に示す如く、触媒内側ケース４及び触媒外側ケース５の一側端部に
円板状の側蓋体８を溶接にて固着している。側蓋体８の外面側には外蓋体９がボルト及び
ナットにて締結されている。ディーゼル酸化触媒２のガス流入側端面２ａと側蓋体８とは
、一定距離Ｌ１（ガス流入空間１１）だけ離間させている。ディーゼル酸化触媒２のガス
流入側端面２ａと側蓋体８との間に排気ガス流入空間１１を形成する。触媒内側ケース４
及び触媒外側ケース５には、排気ガス流入空間１１に臨む排気ガス流入口１２を開口させ
る。触媒内側ケース４の開口縁と触媒外側ケース５の開口縁の間に閉塞リング体１５を挟
持状に固着する。触媒内側ケース４の開口縁と触媒外側ケース５の開口縁の間の隙間が閉
塞リング体１５にて閉鎖されるから、触媒内側ケース４と触媒外側ケース５の間に排気ガ
スが流入するのを防止できる。
【００２７】
　図１、図５、図９及び図１０に示す如く、触媒内側ケース４及び触媒外側ケース５に形
成された排気ガス流入口１２は矩形状に開口している。そして、排気ガス流入口１２の四
隅部は円弧形状に形成されている。すなわち、排気ガス流入口１２の四隅部１２ａは、角
アールが付けられて丸められている。このように構成すると、排気ガス流入口１２を矩形
状に開口させて当該開口面積をできるだけ広くすることによって、排気ガスの流入抵抗の
増大を抑制したものでありながら、四隅部１２ａを円弧形状にすることによって、排気ガ
ス流入口１２を通過する排気ガスが乱流化するのを抑制できる。従って、排気ガス流入口
１２を通過する排気ガスの流入圧力のばらつきを少なくして、排気ガス流入空間１１内に
排気ガスをできるだけ均一に流入させることが可能になっている。
【００２８】
　図１、図５及び図９に示す如く、排気ガス流入口１２が形成された触媒外側ケース５の
外側面に排気ガス入口管１６を配置している。排気ガス入口管１６は上向きに開口した半
割筒型に形成されており、大径側である矩形状の上向き開口端部１６ｂが、排気ガス流入
口１２を覆い且つ触媒外側ケース５の長手（左右）方向に延びるようにして触媒外側ケー
ス５の外側面に溶接固定されている。従って、排気ガス入口管１６の排気ガス排出側であ
る上向き開口端部１６ｂは、触媒外側ケース５の排気ガス流入口１２に連通接続されてい
る。排気ガス入口管１６のうち触媒外側ケース５の長手中途部寄りにある右端部には、排
気ガス取入れ側として、小径真円状の下向き開口端部１６ａを開口させており、当該下向
き開口端部１６ａの外周部に入口フランジ体１７が溶接固定されている。入口フランジ体
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１７は、排気マニホールド７１の排気ガス排出側に着脱可能にボルト締結されている。
【００２９】
　図１、図５及び図９に示す如く、排気ガス入口管１６の左端部側が触媒外側ケース５の
排気ガス流入口１２を外側から覆っている。排気ガス入口管１６の右端部に、排気ガス入
口側としての下向き開口端部１６ａが形成されている。すなわち、略矩形状の排気ガス流
入口１２に対して、排気ガス入口管１６の下向き開口端部１６ａは、排気下流側にオフセ
ットして設けられている（触媒外側ケース５の右側に位置をずらして設けられている）。
また、排気ガス入口管１６の上向き開口端部１６ｂは、排気ガス流入口１２を覆い且つ触
媒外側ケース５の長手（左右）方向に延びるようにして触媒外側ケース５の外側面に溶接
固定されている。このため、触媒外側ケース５の外側面と排気ガス入口管１６の内側面と
によって、排気ガスの導入通路２００が構成されている。
【００３０】
　図１、図５及び図９に示すように、触媒外側ケース５の外側面と排気ガス入口管１６の
内側面とのうち少なくとも一方には、排気ガスの流れを整える整流体としての整流フィン
２０１ａ，２０１ｂが設けられている。これら整流フィン２０１ａ，２０１ｂは湾曲片状
に形成されている。実施形態では、排気上流側にある上流側整流フィン２０１ａが触媒外
側ケース５の外側面に溶接固定されている。排気下流側にある下流側整流フィン２０１ｂ
が排気ガス入口管１６の内側面に溶接固定されている。両整流フィン２０１ａ，２０１ｂ
は、排気ガス入口管１６を触媒外側ケース５の外側面に溶接固定した状態で、互いに重な
らないオフセットし合った位置関係におかれている。上流側整流フィン２０１ａは、排気
ガス入口管１６の下向き開口端部１６ａに流入した排気ガスを排気ガス入口管１６の長手
方向に案内する役割を担っている。下流側整流フィン２０１ｂは、導入通路２００内の排
気ガスを、排気ガス流入口１２経由で排気ガス流入空間１１に向けて案内する役割を担っ
ている。排気マニホールド７１から排気ガス入口管１６内に流入した排気ガスは、両整流
フィン２０１ａ，２０１ｂの存在によって側面視略Ｓ字状の流れを形成して、排気ガス流
入口１２に送り込まれることになる。
【００３１】
　このように構成すると、両整流フィン２０１ａ，２０１ｂの存在によって、排気ガス入
口管１６の形状に大きく影響されることなく、排気ガスをＤＰＦ１内にスムーズに送り込
めることになるから、排気ガス流入空間１１内に、ひいてはディーゼル酸化触媒２に対し
て、排気ガスをできるだけ均一に流入させることが可能になり、ディーゼル酸化触媒２の
全域を効率よく活用するのに貢献できる。また、触媒外側ケース５の外側面と排気ガス入
口管１６の内側面とによって、排気ガスの導入通路２００を構成することを前提として、
上流側整流フィン２０１ａを触媒外側ケース５の外側面に、下流側整流フィン２０１ｂを
排気ガス入口管１６の内側面に溶接固定するから、排気ガスの導入通路２００内に位置す
るものでありながら、両整流フィン２０１ａ，２０１ｂを簡単な加工作業にて取付けでき
る。
【００３２】
　上記の構成において、ディーゼルエンジン７０の排気ガスが、排気マニホールド７１か
ら排気ガス入口管１６に入り、排気ガス入口管１６から排気ガス流入口１２を介して排気
ガス流入空間１１に入り、ディーゼル酸化触媒２にこの左側のガス流入側端面２ａから供
給される。ディーゼル酸化触媒２の酸化作用によって、二酸化窒素（ＮＯ２）が生成され
る。
【００３３】
　（３）．スートフィルタの構造
　次に、図１、図５及び図９を参照して、ディーゼルエンジン７０が排出した排気ガスを
浄化するガス浄化体（フィルタ）の一例であるスートフィルタ３の構造を説明する。スー
トフィルタ３は、耐熱金属材料製で略円筒型のフィルタ内側ケース２０内に設ける。フィ
ルタ内側ケース２０は、耐熱金属材料製で略円筒型のフィルタ外側ケース２１内に設ける
。すなわち、スートフィルタ３の外側に、セラミックファイバー製でマット状のフィルタ
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断熱材２２を介して、フィルタ内側ケース２０を被嵌させている。フィルタ外側ケース２
１は、触媒外側ケース５と共に、前述したＤＰＦケーシング６０を構成する要素の１つで
ある。なお、スートフィルタ３とフィルタ内側ケース２０の間にフィルタ断熱材２２を圧
入して、スートフィルタ３を保護している。
【００３４】
　図１、図５及び図９に示す如く、稜線が直線の円筒状に形成された触媒内側ケース４は
、ディーゼル酸化触媒２を収容する上流側筒部４ａと、後述するフィルタ内側ケース２０
が挿入される下流側筒部４ｂとにより構成されている。なお、上流側筒部４ａと下流側筒
部４ｂとは略同一径の円筒であり、一体形状になっている。さらに、触媒内側ケース４の
外周に溶接固定する薄板状リング形の触媒側接合フランジ２５と、フィルタ内側ケース２
０の外周に溶接固定する薄板状リング形のフィルタ側接合フランジ２６を備える。触媒側
接合フランジ２５とフィルタ側接合フランジ２６とは、断面が略Ｌ字のドーナツ形状に形
成されている。
【００３５】
　触媒内側ケース４における下流側筒部４ｂの端部には、触媒側接合フランジ２５の内周
側を溶接固定している。触媒外側ケース５の外周側（放射方向）に向けて、触媒側接合フ
ランジ２５の外周側を突出させている。触媒側接合フランジ２５の折り曲げ角部は、階段
状の段部２５ａになっている。触媒外側ケース５における排気下流側の端部が触媒側接合
フランジ２５の段部２５ａに溶接固定されている。一方、フィルタ内側ケース２０の外周
のうち長手中途部（排気ガス移動方向の中途部）に、フィルタ側接合フランジ２６の内周
側を溶接固定している。フィルタ外側ケース２１の外周側（放射方向）に向けて、フィル
タ側接合フランジ２６の外周側を突出させている。フィルタ側接合フランジ２６の折り曲
げ角部も、階段状の段部２６ａになっている。フィルタ外側ケース２１における排気上流
側の端部が、フィルタ側接合フランジ２６の段部２６ａに溶接固定されている。なお、フ
ィルタ内側ケース２０は、稜線が直線の円筒状に形成されている。フィルタ内側ケース２
０の排気上流側の端部と排気下流側の端部とは略同一径の円筒であり、一体形状になって
いる。
【００３６】
　ディーゼル酸化触媒２の外径とスートフィルタ３の外径とは等しく形成される。フィル
タ断熱材２２の厚みに比べて、触媒断熱材６の厚みを大きく形成する。一方、触媒内側ケ
ース４とフィルタ内側ケース２０とは、同一板厚の材料にて形成される。触媒内側ケース
４の下流側筒部４ｂの内径に比べて、フィルタ内側ケース２０の外径は小さく形成される
。触媒内側ケース４の内周面とフィルタ内側ケース２０の外周面との間には、下流側隙間
２３が形成される。下流側隙間２３は、前記各ケース４，２０の板厚（例えば１．５ミリ
メートル）よりも大きな寸法（例えば２ミリメートル）に形成する。このように構成する
と、例えば前記各ケース４，２０が錆びたり熱変形したりしても、触媒内側ケース４の下
流側筒部４ｂにフィルタ内側ケース２０の排気上流側の端部を簡単に出し入れできること
になる。
【００３７】
　図１～図５及び図８に示す如く、ガスケット２４を介して触媒側接合フランジ２５とフ
ィルタ側接合フランジ２６とを突き合わせる。各外側ケース５，２１の外周側を囲う一対
の厚板状の中央挟持フランジ５１，５２にて、各接合フランジ２５，２６を排気ガス移動
方向の両側から挟む。ボルト２７及びナット２８にて各中央挟持フランジ５１，５２を締
結して、各中央挟持フランジ５１，５２にて各接合フランジ２５，２６を挟持することに
より、触媒外側ケース５とフィルタ外側ケース２１とが着脱可能に連結される。
【００３８】
　図１及び図８に示す如く、各中央挟持フランジ５１，５２及び各接合フランジ２５，２
６を介して、触媒外側ケース５の排気下流側の端部にフィルタ外側ケース２１の排気上流
側の端部を連結した状態では、ディーゼル酸化触媒２とスートフィルタ３との間に触媒下
流側空間２９が形成される。すなわち、ディーゼル酸化触媒２のガス流出側端面２ｂと、
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スートフィルタ３（フィルタ内側ケース２０）の取入れ側端面３ａとが、センサ取付け用
間隔Ｌ２だけ離れて対峙することになる。
【００３９】
　図１及び図５に示す如く、触媒内側ケース４における上流側筒部４ａの排気ガス移動方
向の円筒長さＬ３よりも、触媒外側ケース５の排気ガス移動方向の円筒長さＬ４を長く形
成する。フィルタ内側ケース２０の排気ガス移動方向の円筒長さＬ５よりも、フィルタ外
側ケース２１の排気ガス移動方向の円筒長さＬ６を短く形成する。触媒下流側空間２９の
センサ取付け用間隔Ｌ２と、触媒内側ケース４の上流側筒部４ａの円筒長さＬ３と、フィ
ルタ内側ケース２０の円筒長さＬ５とを加算した長さ（Ｌ２＋Ｌ３＋Ｌ５）は、触媒外側
ケース５の円筒長さＬ４と、フィルタ外側ケース２１の円筒長さＬ６とを加算した長さ（
Ｌ４＋Ｌ６）にほぼ等しくなるように構成されている。
【００４０】
　また、フィルタ内側ケース２０の排気上流側の端部は、フィルタ外側ケース２１の排気
上流側の端部から、各ケース２０，２１の長さの差（Ｌ７≒Ｌ５－Ｌ６）だけ突出してい
る。このため、触媒外側ケース５にフィルタ外側ケース２１を連結した状態では、フィル
タ外側ケース２１から突出したフィルタ内側ケース２０の排気上流側寸法Ｌ７だけ、触媒
外側ケース５の排気下流側（触媒内側ケース４の下流側筒部４ｂ）に、フィルタ内側ケー
ス２０の排気上流側の端部が挿入される。すなわち、下流側筒部４ｂ（触媒下流側空間２
９）内に、フィルタ内側ケース２０の排気上流側が抜き差し可能に挿入される。上記の説
明及び図１から分かるように、ディーゼル酸化触媒２とスートフィルタ３との接続境界位
置（触媒下流側空間２９）に対して、触媒外側ケース５とフィルタ外側ケース２１とを連
結するフランジ体（触媒側接合フランジ２５及びフィルタ側接合フランジ２６）をオフセ
ットさせている。換言すると、触媒下流側空間２９に対して、触媒側接合フランジ２５及
びフィルタ側接合フランジ２６の取付け位置をずらしている。
【００４１】
　上記の構成において、ディーゼル酸化触媒２の酸化作用によって生成された二酸化窒素
（ＮＯ２）が、スートフィルタ３内に一側端面（取入れ側端面３ａ）から供給される。デ
ィーゼルエンジン７０の排気ガス中に含まれた粒子状物質（ＰＭ）は、スートフィルタ３
に捕集されて、二酸化窒素（ＮＯ２）によって連続的に酸化除去される。ディーゼルエン
ジン７０の排気ガス中の粒状物質（ＰＭ）の除去に加え、ディーゼルエンジン７０の排気
ガス中の一酸化炭素（ＣＯ）や炭化水素（ＨＣ）の含有量が低減される。
【００４２】
　（４）．消音器の構造
　次に、図１、図５及び図１１等を参照しながら、ディーゼルエンジン７０が排出した排
気ガス音を減衰させる消音器３０の構造について説明する。図１、図５及び図１１に示す
如く、ディーゼルエンジン７０が排出した排気ガス音を減衰させる消音器３０は、耐熱金
属材料製で略円筒形の消音内側ケース３１と、耐熱金属材料製で略円筒形の消音外側ケー
ス３２と、消音外側ケース３２の排気下流側の側端部に溶接にて固着した円板状の側蓋体
３３とを有する。消音外側ケース３２内に消音内側ケース３１を設ける。消音外側ケース
３２は、触媒外側ケース５及びフィルタ外側ケース２１と共に、前述したＤＰＦケーシン
グ６０を構成する。なお、円筒形の消音外側ケース３２の直径は、円筒形の触媒外側ケー
ス５の直径や円筒形のフィルタ外側ケース２１の直径と略同一寸法である。
【００４３】
　消音内側ケース３１内の中途部には円板状の内蓋体３６が溶接にて固着されている。消
音内側ケース３１内には、排気ガス移動方向と平行状に延びる一対の排気ガス導入管３８
が設けられている。各排気ガス導入管３８の排気上流側は内蓋体３６を貫通していて、フ
ィルタ内側ケース２０内（フィルタ下流側空間４９、詳細は後述する）まで突出している
。各排気ガス導入管３８における排気上流側の端部は円板状の導入管蓋３７にて塞がれて
いる。各排気ガス導入管３８には多数の連通穴３９が形成されている。連通穴３９は、各
排気ガス導入管３８において内蓋体３６よりも排気上流側の箇所にも形成されている。各
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排気ガス導入管３８は連通穴３９を介して膨張室４５に連通している。膨張室４５は、消
音内側ケース３１の内部（内蓋体３６と側蓋体３３との間）に形成されている。
【００４４】
　消音外側ケース３２の側蓋体３３には、各排気ガス導入管３８の間に配置した排気ガス
出口管３４を貫通させている。排気ガス出口管３４の排気上流側は内蓋体３６によって閉
塞されている。排気ガス出口管３４のうち消音内側ケース３１内の箇所には、多数の排気
穴４６が形成されている。各排気ガス導入管３８は、多数の連通穴３９、膨張室４５及び
多数の排気穴４６を介して、排気ガス出口管３４に連通している。排気ガス出口管３４の
他端側にテールパイプ（図示省略）が接続される。上記の構成において、消音内側ケース
３１の両排気ガス導入管３８内に入り込んだ排気ガスは、複数の連通穴３９、膨張室４５
及び多数の排気穴４６を介して排気ガス出口管３４を通過し、テールパイプを介して消音
器３０外に排出されることになる。
【００４５】
　図１、図５、図１１及び図１２に示す如く、フィルタ内側ケース２０の排気下流側の端
部に、薄板状リング形のフィルタ出口側接合フランジ４０の内径側が溶接固定されている
。フィルタ外側ケース２１の外周側（半径外側、放射方向）に向けて、フィルタ出口側接
合フランジ４０の外径側を突出させている。フィルタ出口側接合フランジ４０の外周側に
、フィルタ外側ケース２１の排気下流側の端部が溶接固定されている。消音内側ケース３
１の排気上流側の端部に、消音外側ケース３２の外周側（半径外側）にはみ出る薄板状の
消音側接合フランジ４１が溶接固定されている。消音側接合フランジ４１の外周側に、消
音外側ケース３２の排気上流側の端部が溶接固定されている。なお、消音側接合フランジ
４１の排気上流側に、消音内側ケース３１の排気上流側の端部を、所定円筒寸法Ｌ１０だ
け突出させている。また、フィルタ内側ケース２０と消音内側ケース３１とは略同一径の
円筒であり、フィルタ外側ケース２１と消音外側ケース３２とは略同一径の円筒である。
【００４６】
　図１～図４及び図６に示すように、ガスケット２４を介してフィルタ出口側接合フラン
ジ４０と消音側接合フランジ４１とを突き合わせ、各外側ケース２１，３２の外周側を囲
う一対の厚板状の出口挟持フランジ５３，５４にて、各接合フランジ４０，４１を排気ガ
ス移動方向の両側から挟持させる。そして、ボルト４２及びナット４３にて、各接合フラ
ンジ４０，４１に各出口挟持フランジ５３，５４を締結することにより、フィルタ外側ケ
ース２１と消音外側ケース３２とが着脱可能に連結される。
【００４７】
　図１及び図５に示すように、消音内側ケース３１の排気ガス移動方向の円筒長さＬ８よ
りも、消音外側ケース３２の排気ガス移動方向の円筒長さＬ９を短く形成している。消音
内側ケース３１の排気上流側の端部は、消音外側ケース３２の排気上流側の端部（接合フ
ランジ４１）から、各ケース３１，３２の長さの差（Ｌ１０≒Ｌ８－Ｌ９）だけ突出して
いる。すなわち、フィルタ外側ケース２１に消音外側ケース３２を連結した状態では、消
音内側ケース３１の排気上流側の端部が突出した寸法Ｌ１０だけ、フィルタ外側ケース２
１の排気下流側の端部（フィルタ出口側接合フランジ４０）内に形成されたフィルタ下流
側空間４９に、消音内側ケース３１の排気上流側の端部が挿入される。特に実施形態では
、消音内側ケース３１の排気上流側の端部よりも更に前方（排気上流側）にまで、各排気
ガス導入管３８における排気上流側の端部が突出している。すなわち、各排気ガス導入管
３８の排気上流側をフィルタ内側ケース２０の内部にまで入り込ませている（図１、図５
、図１１及び図１２参照）。上記の説明及び図１から分かるように、スートフィルタ３の
接続境界位置（フィルタ下流側空間４９）に対して、フィルタ外側ケース２１と消音外側
ケース３２とを連結するフランジ体（フィルタ出口側接合フランジ４０及び消音側接合フ
ランジ４１）をオフセットさせている。換言すると、フィルタ下流側空間４９に対して、
フィルタ出口側接合フランジ４０及び消音側接合フランジ４１の取付け位置をずらしてい
る。
【００４８】
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　上記のように構成すると、各排気ガス導入管３８の排気ガス移動方向の長さを確保しつ
つ、消音器３０（消音外側ケース３２）の排気ガス移動方向の長さを短縮できることにな
る。従って、消音器３０付きのＤＰＦ１において、ＤＰＦ１全体としてのコンパクト化と
、消音器３０における消音機能の維持向上とを両立できる。特に実施形態では、消音内側
ケース３１内の中途部を円板状の内蓋体３６にて塞ぎ、内蓋体３６に各排気ガス導入管３
８の排気上流側を貫通させ、各排気ガス導入管３８において内蓋体３６より排気上流側の
箇所にも連通穴３９が形成されている。内蓋体３６より排気上流側にある連通穴３９は、
消音器３０への排気ガス取り込みに寄与するものである。このため、消音器３０（消音外
側ケース３２）の排気ガス移動方向の長さを短縮したものでありながら、排気ガス自体の
移動距離を十分確保でき、消音器３０の消音機能をより一層高めることが可能になる。
【００４９】
　（５）．隣り合う外側ケース同士の連結構造
　次に、図１～図４及び図６を参照しながら、隣り合う外側ケース５，２１，３２同士の
連結構造を説明する。図１～図４及び図６に示す如く、厚板状の中央挟持フランジ５１（
５２）は、触媒外側ケース５（フィルタ外側ケース２１）の周方向に複数（実施形態では
２つ）に分割された半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ）にて構成されている。実
施形態の各半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ）は、円弧状（ほぼ半円状の馬蹄形
）に形成されている。触媒外側ケース５にフィルタ外側ケース２１を連結した状態では、
各半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ）の端部同士が円周方向に沿って突き合わさ
る（当接する）。すなわち、各半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ）によって、触
媒外側ケース５（フィルタ外側ケース２１）の外周側が環状に囲われることになる。
【００５０】
　中央挟持フランジ５１（５２）には、周方向に沿った等間隔で、貫通穴付きのボルト締
結部５５が複数設けられている。実施形態では、１組の中央挟持フランジ５１に付き８箇
所のボルト締結部５５を備えている。各半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ）単位
で見ると、円周方向に沿った等間隔で４箇所ずつボルト締結部５５が設けられている。一
方、触媒側接合フランジ２５及びフィルタ側接合フランジ２６には、中央挟持フランジ５
１（５２）の各ボルト締結部５５に対応するボルト穴５６が貫通形成されている。
【００５１】
　触媒外側ケース５とフィルタ外側ケース２１とを連結するに際しては、触媒外側ケース
５の外周側を触媒側の両半円弧体５１ａ，５１ｂで囲うと共に、フィルタ外側ケース２１
の外周側をフィルタ側の両半円弧体５２ａ，５２ｂで囲い、ガスケット２４を挟持した触
媒側接合フランジ２５とフィルタ側接合フランジ２６とを、これら半円弧体群（中央挟持
フランジ５１，５２）にて排気ガス移動方向の両側から挟持する。次いで、両側の中央挟
持フランジ５１，５２のボルト締結部５５と、両接合フランジ２５，２６のボルト穴５６
とに、ボルト２７を挿入してナット２８で締め付ける。その結果、両接合フランジ２５，
２６が両中央挟持フランジ５１，５２で挟み固定され、触媒外側ケース５とフィルタ外側
ケース２１との連結が完了する。ここで、触媒側の半円弧体５１ａ，５１ｂと、フィルタ
側の半円弧体５２ａ，５２ｂとの端部同士の突合せ部分は、互いに７２°位相をずらして
位置させるように構成されている。
【００５２】
　図１～図４に示す如く、厚板状の出口挟持フランジ５３（５４）は、フィルタ外側ケー
ス２１（消音外側ケース３２）の周方向に複数（実施形態では２つ）に分割された半円弧
体５３ａ，５３ｂ（５４ａ，５４ｂ）にて構成されている。実施形態の各半円弧体５３ａ
，５３ｂ（５４ａ，５４ｂ）は、中央挟持フランジ５１（５２）の半円弧体５１ａ，５１
ｂ（５２ａ，５２ｂ）と基本的に同じ形態のものである。出口挟持フランジ５３（５４）
にも、周方向に沿った等間隔で、貫通穴付きのボルト締結部５７が複数設けられている。
一方、フィルタ出口側接合フランジ４０及び消音側接合フランジ４１には、出口挟持フラ
ンジ５３（５４）の各ボルト締結部５７に対応するボルト穴５８が貫通形成されている。
【００５３】
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　フィルタ外側ケース２１と消音外側ケース３２とを連結するに際しては、フィルタ外側
ケース２１の外周側をフィルタ出口側の両半円弧体５３ａ，５３ｂで囲うと共に、消音外
側ケース３２の外周側を消音側の両半円弧体５４ａ，５４ｂで囲い、ガスケット２４を挟
持したフィルタ出口側接合フランジ４０と消音側接合フランジ４１とを、これら半円弧体
群（出口挟持フランジ５３，５４）にて排気ガス移動方向の両側から挟持する。次いで、
両側の出口挟持フランジ５３，５４のボルト締結部５７と、両接合フランジ４０，４１の
ボルト穴５８とに、ボルト４２を挿入してナット４３で締め付ける。その結果、両接合フ
ランジ４０，４１が両出口挟持フランジ５３，５４で挟み固定され、フィルタ外側ケース
２１と消音外側ケース３２との連結が完了する。ここで、フィルタ出口側の半円弧体５３
ａ，５３ｂと、消音側の半円弧体５４ａ，５４ｂとの端部同士の突合せ部分は、互いに７
２°位相をずらして位置させるように構成されている。
【００５４】
　図１～図４及び図６に示す如く、エンジン７０が排出した排気ガスを浄化するガス浄化
体２，３）と、各ガス浄化体２，３を内蔵する各内側ケース４，２０，３１と、各内側ケ
ース４，２０，３１を内蔵する各外側ケース５，２１，３２とを備える。各内側ケース４
，２０，３１は、各外側ケース５，２１，３２の外周側にはみ出る接合フランジ２５，２
６，４０，４１を介して、各外側ケース５，２１，３２に連結させる。ガス浄化体２，３
、各内側ケース４，２０，３１及び各外側ケース５，２１，３２の組合せを複数備え、各
接合フランジ２５，２６（４０，４１）を一対の挟持フランジ５１，５２（５３，５４）
にて挟持固定することによって、複数の外側ケース５，２１，３２を連結する。
【００５５】
　このように構成すると、隣り合う接合フランジ２５，２６（４０，４１）を、各挟持フ
ランジ５１，５２（５３，５４）にて両側から挟み付けて圧接（密着）できる。しかも、
挟持フランジ５１～５４を外側ケース５，２１，３２に溶接することなく別体に構成する
ので、挟持フランジ５１～５４と外側ケース５，２１，３２との関係において、溶接に起
因する応力集中や歪の問題が生ずるおそれはない。このため、各接合フランジ２５，２６
（４０，４１）の全体に略均一な圧接力を付与できると共に、挟持フランジ５１～５４の
シール面（挟持面）の面圧を高い状態に維持できる。その結果、各接合フランジ２５，２
６（４０，４１）の間からの排気ガス漏れを確実に防止できる。
【００５６】
　図１～図４及び図６に示す如く、各挟持フランジ５１～５４は、外側ケース５，２１，
３２の周方向に複数に分割された馬蹄形の半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ，５
３ａ，５３ｂ，５４ａ，５４ｂ）からなり、複数の半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５
２ｂ，５３ａ，５３ｂ，５４ａ，５４ｂ）にて外側ケース５，２１，３２の外周側を囲う
ように構成している。従って、複数の半円弧体５１ａ，５１ｂ（５２ａ，５２ｂ，５３ａ
，５３ｂ，５４ａ，５４ｂ）で構成された挟持フランジ５１～５４でありながら、一体物
と同様の組付け状態にできる。このため、リング形状のフランジに比べて挟持フランジ５
１～５４の組付けが容易であり、組付け作業性を向上できる。また、加工コストや組付け
コストを抑制しつつ、シール性の高いＤＰＦ１を構成できる。
【００５７】
　（６）．接合フランジの詳細構造
　次に、各接合フランジ２５，２６，４０の詳細構造を説明する。各接合フランジ２５，
２６，４０はいずれも基本的に同じ構造であるから、触媒内側ケース４と触媒外側ケース
５とに溶接固定される触媒側接合フランジ２５を代表例として、図７を参照しながら説明
する。図７に示す如く、触媒側接合フランジ２５の折り曲げ角部に階段状の段部２５ａが
形成されている。当該段部２５ａに触媒外側ケース５の排気下流側の端部を被嵌させ、触
媒外側ケース５の排気下流側の端部に段部２５ａを溶接固定させている。
【００５８】
　一方、触媒内側ケース４（触媒外側ケース５）の排気ガス移動方向に、触媒側接合フラ
ンジ２５におけるＬ形の内径側端部２５ｂが延設されている。触媒内側ケース４の排気下
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流側の端部に内径側端部２５ｂを被嵌させ、触媒内側ケース４に内径側端部２５ｂを溶接
固定させている。他方、触媒外側ケース５の外周から放射方向（鉛直方向）に向けて、触
媒側接合フランジ２５のＬ形の外径側端部２５ｃを延設させている。触媒側接合フランジ
２５の断面Ｌ字形状と段部２５ａの存在とによって、触媒側接合フランジ２５の高い剛性
が確保されている。
【００５９】
　なお、挟持フランジ５１，５２及び接合フランジ２５，２６の各ボルト穴５６を貫通し
たボルト２７に、ナット２８を螺着させることによって、挟持フランジ５１，５２と接合
フランジ２５，２６を締結させ、触媒側接合フランジ２５の外径側端部２５ｃを挟持フラ
ンジ５１，５２にて挟持する構造は、前述した通りである。
【００６０】
　（６）．ガス温度センサの取付け構造
　次に、図１、図８、図９、図１１及び図１２を参照しながら、ＤＰＦ１に付設するガス
温度センサ１０９，１１２について説明する。図１、図８及び図９に示すように、触媒内
側ケース４の外周面のうち上流側筒部４ａと下流側筒部４ｂの間に、円筒状のセンサボス
体１１０の一端側が溶接固定されている。触媒外側ケース５のセンサ取付け開口５ａから
、当該触媒外側ケース５の外側に向けて、放射方向にセンサボス体１１０の他端側を延長
させている。すなわち、触媒内側ケース４の外周面のうちディーゼル酸化触媒２とスート
フィルタ３との接続境界位置（触媒下流側空間２９）の近傍に、排気ガスセンサ支持用の
センサボス体１１０が触媒外側ケース５を貫通するように設けられている。センサボス体
１１０の他端側にセンサ取付けボルト１１１を螺着する。センサ取付けボルト１１１に、
例えばサーミスタ形の上流側ガス温度センサ１０９を貫通させ、センサボス体１１０にセ
ンサ取付けボルト１１１を介して上流側ガス温度センサ１０９を支持させる。触媒下流側
空間２９内に上流側ガス温度センサ１０９の検出部分を突入させている。上記の構成にお
いて、ディーゼル酸化触媒２のガス流出側端面２ｂから排気ガスが排出された場合は、そ
の排気ガス温度が上流側ガス温度センサ１０９にて検出される。
【００６１】
　図８及び図９に示すように、排気上流側のセンサボス体１１０は、ディーゼル酸化触媒
２において排気ガス移動方向と直交するガス流出側端面２ｂの延長上で、且つ、スートフ
ィルタ３において排気ガス移動方向と直交する取入れ側端面３ａの延長上に位置している
。この場合、ディーゼル酸化触媒２のガス流出側端面２ｂ及びスートフィルタ３の取入れ
側端面３ａと、上流側ガス温度センサ１０９との配置間隔を極めて短く設定する（近接さ
せる）ことが可能になるから、ＤＰＦ１全体のコンパクト化を図れると共に、上流側ガス
温度センサ１０９の検出精度を向上でき、ＤＰＦ１に対する再生制御等の性能向上に寄与
する。
【００６２】
　図１、図１１及び図１２に示すように、フィルタ内側ケース２０の外周面のうちフィル
タ下流側空間４９の近傍にも、円筒状のセンサボス体１１０の一端側が溶接固定されてい
る。フィルタ外側ケース２１のセンサ取付け開口２１ａから、当該フィルタ外側ケース２
１の外側に向けて、放射方向にセンサボス体１１０の他端側を延長させている。すなわち
、フィルタ内側ケース２０の外周面のうちスートフィルタ３の接続境界位置の近傍に、排
気ガスセンサ支持用のセンサボス体１１０がフィルタ外側ケース２１を貫通するように設
けられている。センサボス体１１０の他端側にセンサ取付けボルト１１１を螺着する。セ
ンサ取付けボルト１１１に、例えばサーミスタ形の下流側ガス温度センサ１１２を貫通さ
せ、センサボス体１１０にセンサ取付けボルト１１１を介して下流側ガス温度センサ１１
２を支持させる。フィルタ下流側空間４９内に下流側ガス温度センサ１１２の検出部分を
突入させている。上記の構成において、スートフィルタ３の排出側端面３ｂから排気ガス
が排出された場合は、その排気ガス温度が下流側ガス温度センサ１１２にて検出される。
【００６３】
　図１１及び図１２に示すように、排気下流側のセンサボス体１１０は、スートフィルタ



(14) JP 5550958 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

３において排気ガス移動方向と直交する排出側端面３ｂの延長上で、且つ、各排気ガス導
入管３８における排気上流側の端面（導入管蓋３７）の延長上に位置している。この場合
、スートフィルタ３の排出側端面３ｂと下流側ガス温度センサ１１２との配置間隔を極め
て短く設定する（近接させる）ことが可能になる。この点でも、ＤＰＦ１全体のコンパク
ト化を図れると共に、下流側ガス温度センサ１１２の検出精度を向上でき、ＤＰＦ１に対
する再生制御等の性能向上に寄与する。
【００６４】
　なお、両ガス温度センサ１０９，１１２に対するセンサボス体１１０と同様に、後述す
る差圧センサ６３のセンサボス体１１３（図１４～図１７参照）を構成できることは言う
までもない。
【００６５】
　（７）．差圧センサの取付け構造
　次に、図１４～図１７を参照しながら、ＤＰＦ１に付設する差圧センサ６３について説
明する。差圧センサ６３は、ＤＰＦ１内におけるスートフィルタ３を挟んだ上下流側間の
排気ガスの圧力差を検出するためのものである。当該圧力差に基づいてスートフィルタ３
の粒子状物質の堆積量が換算され、ＤＰＦ１内の詰り状態を把握できるように構成してい
る。すなわち、差圧センサ６３にて検出された排気ガスの圧力差に基づき、例えば図示し
ないアクセル制御手段又は吸気スロットル制御手段等を作動させることによって、スート
フィルタ３の再生制御を自動的に実行できるように構成されている。
【００６６】
　上述した消音側の出口挟持フランジ５４にセンサブラケット６６をボルト締結して、Ｄ
ＰＦケーシング６０の上面側にセンサブラケット６６を配置させる。差圧センサ６３の検
出本体６７がセンサブラケット６６に取付けられる。差圧センサ６３の検出本体６７には
、上流側センサ配管６８と下流側センサ配管６９を介して上流側管継手体６４と下流側管
継手体６５がそれぞれ接続される。ＤＰＦケーシング６０には、前記センサボス体１１０
と同様に、センサボス体１１３が配置される。管継手ボルト１１４によってセンサボス体
１１３に上流側管継手体６４（下流側管継手体６５）が締結される。
【００６７】
　（８）．消音器構造の別例
　図１３は消音器３０構造の別例を示している。この場合、消音内側ケース３１における
排気上流側の端部に円板状の内蓋体３６が溶接にて固着されている。各排気ガス導入管３
８の排気上流側は内蓋体３６を貫通しているが、各排気ガス導入管３８の排気上流側の端
部と、消音内側ケース３１の排気上流側の端部との位置は、側面断面視でほぼ一致してい
る。各排気ガス導入管３８における排気上流側の端部はそのまま開口させている。その他
の構成は先の実施形態と同様である。このように構成した場合も、各排気ガス導入管３８
の排気ガス移動方向の長さを確保しつつ、消音器３０（消音外側ケース３２）の排気ガス
移動方向の長さを短縮できるので、消音器３０付きのＤＰＦ１において、ＤＰＦ１全体と
してのコンパクト化と、消音器３０における消音機能の維持向上とを両立できることにな
る。
【００６８】
　（９）．まとめ
　上記の記載並びに図１、図５及び図９から明らかなように、エンジン７０が排出した排
気ガスを浄化する２つのガス浄化体２，３と、前記各ガス浄化体２，３を内蔵した内側ケ
ース４，２０と、前記各内側ケース４，２０を内蔵した外側ケース５，２１と、前記エン
ジン７０からの排気ガスが流入する排気ガス入口管１６と、前記両ガス浄化体２，３を通
過した排気ガスが流出する排気ガス出口管３４とを備えており、前記各外側ケース５，２
１が排気ガス移動方向に並べて連結されている排気ガス浄化装置１であって、排気上流側
の外側ケース５の外側面と前記排気ガス入口管１６の内側面とによって排気ガスの導入通
路２００を構成するように、前記排気ガス入口管１６が前記排気上流側の外側ケース５に
取り付けられており、前記排気上流側の外側ケース５の外側面と前記排気ガス入口管１６
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の内側面とのうち少なくとも一方に、排気ガスの流れを整えるための整流体２０１ａ，２
０１ｂが設けられているから、前記整流体２０１ａ，２０１ｂの存在によって、前記排気
ガス入口管１６の形状に大きく影響されることなく、排気ガスを前記排気ガス浄化装置１
内にスムーズに送り込めることになる。このため、排気上流側の前記ガス浄化体２に対し
て、排気ガスをできるだけ均一に流入させることが可能になり、前記ガス浄化体２の全域
を効率よく活用するのに貢献できるという効果を奏する。
【００６９】
　上記の記載並びに図１及び図５から明らかなように、前記両ガス浄化体２，３の接続境
界位置２９に対して、前記両外側ケース５，２１を連結するフランジ体２５，２６をオフ
セットさせているから、前記各ガス浄化体２，３の排気ガス移動方向の長さを確保しつつ
、前記両外側ケース５，２１の排気ガス移動方向の長さを短縮することが可能になる。従
って、前記両外側ケース５，２１等の剛性向上や軽量化を図りつつ、前記排気ガス浄化装
置１の全長をコンパクト化（短縮）できるという効果を奏する。連結用の前記フランジ体
２５，２６の存在によって、排気ガス漏れ等も簡単に防止できるという利点もある。
【００７０】
　また、前記排気下流側のガス浄化体３の接続境界位置に対して、前記排気下流側の外側
ケース２１と前記消音器３０とを連結するフランジ体４０，４１をオフセットさせている
から、前記排気下流側の外側ケース２１と前記消音器３０との排気ガス移動方向の長さを
短縮することも可能であり、前記消音器３０付きの前記排気ガス浄化装置１においても、
その全長のコンパクト化（短縮）を図れることになる。
【００７１】
　上記の記載並びに図１及び図５から明らかなように、一方のガス浄化体２（３）を内蔵
した内側ケース４（２０）に、他方のガス浄化体３（２）を内蔵した内側ケース２０（４
）が挿入されており、前記両内側ケース４，２０の間には隙間２３が空いているから、前
記一方の内側ケース４（２０）から前記他方の内側ケース２０（４）を分離させることに
よって、前記他方の内側ケース２０（４）内にある前記ガス浄化体３（２）を外部に大き
く露出させることができる。このため、前記フランジ体２５，２６の連結解除にて前記各
外側ケース５，２１を分離させて実行するメンテナンス作業（前記各ガス浄化体２，３の
掃除等）の作業性を向上できるという効果を奏する。また、前記両内側ケース４，２０の
間にある隙間２３の存在によって、前記両内側ケース４，２０同士を手軽に着脱できる。
すなわち、例えば排気ガス漏れ防止のために前記両内側ケース４，２０を密嵌させるとい
う従来の構成では、前記両内側ケース４，２０同士が錆等に起因して一体化し簡単に分離
できなくなる。これに比べて、前記両内側ケース４，２０の分離が至極簡単であり、この
点でも、前記各ガス浄化体２，３のメンテナンス性や交換作業性を向上できるのである。
【００７２】
　上記の記載並びに図１、図５及び図９から明らかなように、前記排気上流側の外側ケー
ス５の外側面と前記排気ガス入口管１６の内側面との両方に、前記整流体２０１ａ，２０
１ｂが設けられており、前記外側ケース５側の整流体２０１ａを排気上流側に位置させ、
前記排気ガス入口管１６側の整流体２０１ｂを排気下流側に位置させているから、前記導
入通路２００内に位置する前記整流体２０１ａ，２０１ｂでありながら、前記外側ケース
５の外側面や前記排気ガス入口管１６に簡単な加工作業にて、互いに干渉することなく取
付けできるという効果を奏する。
【００７３】
　上記の記載並びに図１、図５、図９及び図１０から明らかなように、前記排気上流側の
外側ケース５とこれに内蔵された内側ケース４とには、前記排気ガス入口管１６に連通す
る排気ガス流入口１２が形成されており、前記排気ガス流入口１２は矩形状に開口してい
て、その四隅部１２ａが円弧形状に形成されているから、前記排気ガス流入口１２を矩形
状に開口させて当該開口面積をできるだけ広くすることによって、排気ガスの流入抵抗の
増大を抑制したものでありながら、前記四隅部１２ａを円弧形状にすることによって、前
記排気ガス流入口１２を通過する排気ガスが乱流化するのを抑制できる。従って、前記排
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気ガス流入口１２を通過する排気ガスの流入圧力のばらつきを少なくして、前記排気ガス
浄化装置１内に排気ガスをできるだけ均一に流入させることが可能になるという効果を奏
する。
【００７４】
　上記の記載並びに図１、図５及び図１１から明らかなように、エンジン７０が排出した
排気ガスを浄化する２つのガス浄化体２，３と、前記各ガス浄化体２，３を内蔵した内側
ケース４，２０と、前記各内側ケース４，２０を内蔵した外側ケース５，２１と、前記エ
ンジン７０からの排気ガスが流入する排気ガス入口管１６と、前記両ガス浄化体２，３を
通過した排気ガスが流出する排気ガス出口管３４とを備えており、前記各外側ケース５，
２１が排気ガス移動方向に並べて連結されている排気ガス浄化装置１であって、前記排気
下流側の外側ケース２１には、前記排気ガス出口管３４を有する消音器３０が取り付けら
れており、前記消音器３０内には、排気ガス移動方向と平行状に延びる排気ガス導入管３
８が内蔵されており、前記排気ガス導入管３８の排気上流側を、前記排気下流側の内側ケ
ース２０の内部に入り込ませているから、前記各排気ガス導入管３８の排気ガス移動方向
の長さを確保しつつ、前記消音器３０（消音外側ケース３２）の排気ガス移動方向の長さ
を短縮できることになる。従って、前記消音器３０付きの前記排気ガス浄化装置１におい
て、前記排気ガス浄化装置１全体としてのコンパクト化と、前記消音器３０における消音
機能の維持向上とを両立できるという効果を奏する。
【００７５】
　上記の記載並びに図１、図５、図１１及び図１２から明らかなように、前記消音器３０
における排気上流側の端部は内蓋体３６にて塞がれており、前記排気ガス導入管３８は前
記内蓋体３８を貫通して前記排気下流側の内側ケース２０の内部に入り込んでおり、前記
排気ガス導入管３８のうち前記内蓋体３６よりも排気上流側に、排気ガス取り込み用の連
通穴３９が形成されているから、前記内蓋体３６より排気上流側にある前記連通穴３９は
、前記消音器３０への排気ガス取り込みに寄与することになる。このため、前記消音器３
０の排気ガス移動方向の長さを短縮したものでありながら、排気ガス自体の移動距離を十
分確保でき、前記消音器３０の消音機能をより一層高めることが可能になるという効果を
奏する。
【００７６】
　上記の記載並びに、図１、図８、図９、図１１及び図１２から明らかなように、前記排
気下流側の内側ケース２０の外周面のうち前記ガス浄化体３の接続境界位置４９の近傍に
は、排気ガスセンサ１１２支持用のセンサボス体１１０が前記排気下流側の外側ケース２
１を貫通するように設けられており、前記センサボス体１１０は、前記ガス浄化体３にお
いて排気ガス移動方向と直交する端面３ｂの延長上、若しくは、前記排気ガス導入管３８
における排気上流側の端面の延長上に位置しているから、前記ガス浄化体３の端面３ｂと
前記排気ガスセンサ１１２との配置間隔を極めて短く設定する（近接させる）ことが可能
になる。従って、前記排気ガス浄化装置１全体のコンパクト化を図れると共に、前記排気
ガスセンサ１１２の検出精度を向上でき、前記排気ガス浄化装置１に対する再生制御等の
性能向上に寄与するという効果を奏する。
【００７７】
　なお、本願発明における各部の構成は図示の実施形態に限定されるものではなく、本願
発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変更が可能である。
【符号の説明】
【００７８】
１　ＤＰＦ（ディーゼルパティキュレートフィルタ）
２　ディーゼル酸化触媒（ガス浄化体）
３　スートフィルタ（ガス浄化体）
４　触媒内側ケース
５　触媒外側ケース
２０　フィルタ内側ケース
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２１　フィルタ外側ケース
２５，２６，４０，４１　接合フランジ（フランジ体）
３０　消音器
３１　消音内側ケース
３２　消音外側ケース
３８　排気ガス導入管
７０　ディーゼルエンジン
２００　導入通路
２０１ａ，２０１ｂ　整流フィン（整流体）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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